
3
平成26年3月号

広報

2
平成26年3月号

広報

災
害
へ
の
備
え
は
　
み
ん
な
で
取
り
組
む

３
月
11
日
。

東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
と
大
津
波
。

あ
の
大
規
模
災
害
か
ら

３
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
震
や
津
波
以
外
に
も

台
風
や
集
中
豪
雨
、大
雪
な
ど
に
よ
り

洪
水
や
土
砂
災
害
、雪
崩
な
ど
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
は

自
然
の
恩
恵
の
も
と
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し

そ
の
自
然
は

時
と
し
て
猛
威
を
振
る
い
ま
す
。

自
然
と
隣
り
合
わ
せ
で

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を

わ
た
し
た
ち
は

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

臼
杵
市
で
は
、地
域
を
守
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

（
防
災
士
）の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
当
た
り
の
防
災
士
と
し
て
は
全
国
一
の

４
４
４
名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
防
災
訓
練
で
は
、行
政
が
指

導
す
る
形
か
ら
防
災
士
が
主
導
す
る
形
へ

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、被
災
時
に
は
避
難
所
運
営
な
ど
で

女
性
の
視
点
を
生
か
す
た
め
に
女
性
防
災

士
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
大
分
県

内
の
市
町
村
で
は
最
多
と
な
る
79
名
の
女

性
防
災
士
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
23
日
に
は
女
性
防
災
士
約
50
名
が

参
加
し
て
、避
難
所
を
運
営
す
る
う
え
で
大

き
な
課
題
と
な
る
ト
イ
レ
問
題
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
段
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
ト
イ
レ
作
り
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、避
難
所
運
営
も
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
行
う
こ
と
を
前
提
に
、避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

臼
杵
市
で
は
、避
難
を
確
実
に
す
る
た
め

に
、臼
杵
公
園
の
避
難
路
の
整
備
、各
地
区

に
お
け
る
避
難
路
整
備
の
原
材
料
支
給
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、臼
杵

公
園
や
臼
杵
市
総
合
運
動
公
園（
諏
訪
山
）

な
ど
、高
台
の
主
要
と
な
る
場
所
へ
の
防
災

倉
庫
の
整
備
、主
食
と
な
る
ア
ル
フ
ァ
米
や

水
な
ど
の
備
蓄
も
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

は
、主
食
を
は
じ
め
、女
性
の
視
点
を
生
か

し
た
生
活
用
品
な
ど
の
備
蓄
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
合
せ
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
課

（
内
２
１
３
１
・
臼
杵
庁
舎
）

主な備蓄箇所の災害用備蓄品の備蓄状況（2月末時点）
臼杵公園防災倉庫

アルファ米 6,000食、保存飲料水（2L） 900本、
炊出し用釜 11個、スペースブランケット  2,000枚 など

防災拠点施設（臼杵市消防本部）
アルファ米 3,600食、保存飲料水（2L）  1,440本、
リヤカー 9台、間仕切り 124枚 など

臼杵市総合運動公園（諏訪山）防災倉庫
アルファ米 1,500食、保存飲料水（2L） 840本、
毛布 580枚 など

臼杵市役所野津庁舎
アルファ米 1,500食、保存飲料水 240本 など

臼杵市防災講演会2014 ～あの日を忘れない～ 入場無料

　うすき女性防災士連絡協議会と協力して防災講演会を開催します。女性
として、母として、また生活者の視点で家庭を守る防災対策について語りま
す。防災について、一緒に考えてみませんか。

と　き　３月２日㈰　13:30～15:00
ところ　臼杵市民会館大ホール
 演　題　「家族や地域の防災対策
　　　　　～自分を・大切な人を守るために～」
 講　師　国崎 信江氏（危機管理アドバイザー）　

問合せ先　コミュニティ防災課（内2131・臼杵庁舎）

①神﨑地区の防災訓練 
②目明地区の夜間防災
訓練 ③佐志生地区の総
合防災訓練 ④塩入・緑区
の早朝防災訓練 ⑤女性
防災士の研修 ⑥避難所
マニュアル研修の参加者 
⑦下ノ江地区の防災訓練
　

臼杵公園防災倉庫

臼杵市総合運動公園（諏訪山）防災倉庫

※ 入場者には５年保存水
（500ml）をプレゼント

①

②

④⑤

⑥⑦

③

災害に備える
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重
点
戦
略 

1

目
指
す
姿

重
点
戦
略 

2

重
点
戦
略 

３

重
点
戦
略 

４

重
点
戦
略 
５

「
臼
杵
ら
し
い
お
も
て
な
し
の
心
」を
育
て
る

・ 

お
も
て
な
し
研
修
を
実
施

・  

臼
杵
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の「
お
も
て
な
し
の
環
境
」

づ
く
り

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、お
も
て
な
し
の「
心
」を
磨
き
、お
も

て
な
し
の「
心
」を
つ
な
ぎ
、お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

情
報
発
信
力
の
強
化

・ 

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
情
報「
四
季
め
ぐ
り
」の
発
信

・
海
外
戦
略
や
広
告
事
業
の
強
化

体
験
交
流
に
よ
る
滞
在
型
観
光
の
推
進

・ 

春
夏
秋
冬
の
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
的
実
施

・ 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
連
携
強
化

地
域
資
源
の
魅
力
向
上

・ 

既
存
の
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
と
新
た
な
資
源
磨
き
を
実
施

・ 

既
存
の
観
光
施
設
の
再
生
事
業

広
域
観
光
交
流
の
推
進

・ 

県
南
地
域
の
連
携
協
議
に
よ
る「
丼
街
道
」な
ど
の
実
施

・ 

臼
杵
に
ゆ
か
り
の
あ
る
都
市
と
の
連
携
事
業
を
実
施

　

臼
杵
市
観
光
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
臼
杵

で
充
電
中
。」で
す
。

　

光
を
観
る「
観
光
地
」か
ら
、よ
り
多
く
の
光
を
よ
り
多
く
の

時
間
、体
で
感
じ
て
も
ら
う「
感
光
地
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
基
本
理
念
の
も
と
、５
つ
の
重
点
戦
略
に
市
民
、

企
業
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
臼
杵
市
の
観
光
振
興
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

臼
杵
市
観
光
戦
略
会
議
事
務
局

（
産
業
観
光
課
内
）（
内
１
２
６
４
・
臼
杵
庁
舎
）

愛 称 募 集
　臼杵市観光振興戦略会議で提言された観光戦略のイ

メージキャラクターの愛称を募集します。

募集期間　３月１日㈯～21日㈮（消印有効）
募集条件　 １人につき１点、自作で未発表のもの（応募作

品の一切の権利は臼杵市に帰属します）
応募方法　 キャラクター名、愛称の理由、住所、氏名、電話

番号を記入し、はがきまたはEメールで産業観
光課（〒875-8501　臼杵市大字臼杵72番１
Eメールkankou@city.usuki.oita.jp）へ申し込
んでください。

賞　　品　 採用された方には、キャラクターグッズとふぐ
のフルコース（２名1組）を贈呈します。

問合せ先　産業観光課（内1264・臼杵庁舎）

国宝臼杵石仏をモチーフにしたキャラク

ターが六
ろっか さ こ

ヶ迫鉱泉などの温泉に入ってい

るイラストです。

観光戦略キャラクター

　臼杵市の活力ある観光地づくりを推進するために立ち上げた「臼杵市観光振興戦略会議」から「臼杵市観光振興戦
略プラン」の提言を受けました。臼杵市では、基本理念と５つの重点戦略からなる観光振興戦略プランに基づき、市民
をあげて各種事業への取り組みを予定しています。

臼杵市観光振興戦略プラン観光地から

感光地へ
お
も
て
な
し

おいしいがあふれる

もう一度と思わせる

ていねいな接客のできる

なつかしい匂いがする

しんせつな情報を発信する

基本理念臼杵市観光振興戦略プランの提言にあたって
　わたしたちは、１年をかけてさまざまな業種のメンバーと
ともに議論を重ねて参りました。そのなかで、住民視点とお
客様視点のバランスを踏まえ、観光に関わる団体や事業者
だけでなく、毎日の生活のなかでお客様に接する機会があ
る市民も「臼杵らしいおもてなしの心」で、お客様を温かく優
しく迎える環境を作ることが大切だと思っており、そのため
に「個」を磨き、お互いが連携を深め、共生関係を築いていく
ことで、お客様目線にたったサービスを提供することができ
ると考えました。
　「臼杵らしいおもてなし」をキーワードに、臼杵では“光を
観る”「観光地」だけでなく、より多くの
光をより多くの時間・場所で感じて
いただき、元気になってエネルギー
を蓄え帰っていただける、“光を感
じる”「感光地」を目指して参りま
す。そういう思いでこの戦略プラン
を臼杵市長に提言しました。

臼杵市観光振興戦略会議　委員長　安野　祐二さん

くの
て
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